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研究成果の概要（和文）：健康や病気は個人の問題としてとらえられてきた．しかし，個人を取り巻く環境，特
に近隣の物的・社会的環境が，人々の健康にさまざまな影響を与えることも明らかにされつつあり, 本研究の成
果もそれにあたる.
成果は主に, 歩道の整備率や近隣の飲食店数, 道路の傾斜等の建造環境を算出し, うつ病や認知症, 死亡, 虐待
などとの関連を示した.まちや地域の環境整備を健康の視点から考える事で, 日本のみならず今後，少子・高齢
化が進展する諸外国に対し，その方策を提案，展開する可能性を示した.

研究成果の概要（英文）：Health and illness have long been thought of as individual problems. 
However, it has begun to be shown that the neighborhood environment can affect human health.
In this study, we calculated the percentage of sidewalks, the number of food stores, the slope of 
streets, and other built environments in the neighborhoods where we live, and showed the 
relationship between these factors and depression, dementia, death, and abuse. By considering the 
improvement of the community environment from the perspective of health, we have shown the 
possibility of proposing measures for a country with a declining birthrate and an aging population.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本においても2012 年に厚生労働省が「健康日本21（第二次）」を，2014 年に国土交通省が「健康・医療・福
祉のまちづくりの推進ガイドライン」を公表しており，今まさに、都市・地域の在り方と健康への問題提起が強
くなされている．低出生率に伴い，総人口が減少する一方，高齢化率は上昇し続けており，「少子・高齢化」は
世界に先駆けて我が国が解決すべき重要課題となっている.これらの解決に向けた将来ビジョンとは，都市を軸
とした社会経済システムの実現，すなわち〈地域社会の活性化〉であり，〈母子・高齢者の健康に寄与する都
市・地域構造の解明〉，さらには持続可能な都市の実現は，人類共通の課題であると言える.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
（少子・高齢化社会）低出生率に伴い，総人口が減少する一方，高齢化率は上昇し続けており，
「少子・高齢化」は世界に先駆けて我が国が解決すべき重要課題となっている.これらの解決に
向けた将来ビジョンとは，都市を軸とした社会経済システムの実現，すなわち〈地域社会の活性
化〉であり，〈母子・高齢者の健康に寄与する都市・地域構造の解明〉，さらには持続可能な都市
の実現は，人類共通の課題であると言える. 
 
（健康なまちづくり） 健康や病気は個人の問題としてとらえられてきた．しかし，個人を取り
巻く環境，特に近隣の物的・社会的環境が，人々の健康にさまざまな影響を与えることも明らか
にされつつある．都市と健康の取り組みは世界でも注目され，WHO（世界保健機関）の提言の
もと都市の環境が健康に与える影響に対応するため，健康都市の取り組みを世界中で推進して
いる.日本においても 2012 年に厚生労働省が「健康日本 21（第二次）」を，2014 年に国土交通
省が「健康・医療・福祉のまちづくりの推進ガイドライン」を公表しており，今まさに、都市・
地域の在り方と健康への問題提起が強くなされている． 
 
 
２．研究の目的 
本研究は“母子および高齢者の健康”に“都市・地域構造”がどのような影響を与えているかと言
う点に着目する. 医学領域と工学領域の複合的な視点に着目した研究である. 
 
具体的には既に実施中の 2つの大規模母子・高齢者コホート調査に参加し医学：〈健康データ〉,
工学：〈地域環境〉〈個人環境〉〈社会環境〉のデータを得る.それらを地理情報システム(以下 GIS)
および統計解析を用い“母子および高齢者の健康”に関わる都市・地域環境の関係を明らかにする
事を目的としている. 
 
３．研究の方法 
“母子および高齢者の健康への都市・地域環境の影響構造”を明らかにするための，具体的な調
査・分析項目は次の通りである． 
 
(1) 国内外論文のレビュー・エビデンスの整理(Ｈ３０年度) 
(2) 大規模（母子コホート・高齢者コホート）調査への参加 (Ｈ３０～３３年度) 
・健康情報の抽出（Ｈ３０～３２年度） 
・地域環境要因の分析（Ｈ３０～３２年度） 
・個人環境生理要因の分析（Ｈ３０～３２年度） 
・社会環境要因の分析（Ｈ３０～３２年度） 
(3)  統計解析の実施（Ｈ３１～３２年度） 
(4)  母子・高齢者の健康に寄与する都市・地域構造の解明（Ｈ３２年度） 
 
４．研究成果 
歩道の整備率や近隣の飲食店数, 道路の傾斜等の建造環境と算出し, うつ病や認知症, 死亡, 
虐待などとの関連を示した. これらの成果は, 国際論文誌 7 報に掲載されました。さらに, 
JAGES（日本老年学的評価研究）や研究代表者および, 共同研究者所属の大学を通してプレスリ
リースされています. 
代表的な成果を下記に示す. 
 
① 近隣に食料品店が少ないと死亡リスク 1.6 倍 
65 歳以上の日本の高齢者 49,511 名を約 3 年間追跡し、近隣にある野菜や果物が手に入る店
の数と死亡との関係を調べました。その結果、外出時に車の利用がない高齢者では、近隣に野菜
や果物が手に入る店が「たくさんあ る」と回答した人に比べ、 
 ■「ある程度ある」と回答した人の死亡リスクは 1.4 倍  
■「あまりない」または「まったくない」と回答した人の死亡リスクは 1.6 倍 でした。 
外出時に車の利用がない高齢者では、近隣の食料品店へのアクセスの悪さが死亡リスクとな 
る可能性が示されました。 



 
② 近隣に食料品店が少ないと認知症リスク 1.5 倍 
65 歳以上の日本の高齢者 49,511 名を約 3 年間追跡し、近隣にある野菜や果物が手に入る食
料品店の数と認知症発症との関係を調べました。近隣にある食料品店 の数は質問票（主観的方
法）および地理情報システム（客観的方法）の両方を用いて測定し、対象 者を 4群に分けまし
た。 その結果、近隣の食料品店の数が「たくさんある」と回答した人に比べ、  
■「ある程度ある」と回答した人の認知症リスクは 1.2 倍  
■「あまりない」と回答した人の認知症リスクは 1.4 倍  
■「まったくない」と回答した人の認知症リスクは 1.7 倍でした。 また、対象者の居住地の
半径 500m内にある食料品店の数が最も多い群に比べ、  
■少ない群では認知症リスクが 1.3 から 1.5 倍でした。  
近隣の食料品店へのアクセスの悪さが認知症リスクとなる可能性が示されました。 
 

  
*JAGES プレスリリースより
https://www.jages.net/library/pressrelease/?action=cabinet_action_main_download&block_id=3849&room_id=54
9&cabinet_id=234&file_id=9043&upload_id=11127 

 
③ 地域の坂の傾斜が 1.5 度上がるとコントロール不良の糖尿病リスク 18％低下 
坂の傾斜が急である地域環境は、筋力を使うので糖尿病に良い一方で、外出や歩行時間が短く 
なるので糖尿病に悪い、という２つの可能性があります。この問題を、血液データで糖尿病を
評価し調べた研究はありませんでした。そこで、介護認定を受けていない 65 歳以上の高齢者の
うち、健診データとリンクのできた 8904 名のデータを用い、地域ごとの傾斜角と、住民の糖尿
病リスクとの関連を調べました。地域ごとの傾斜角は、地理情報システム（GIS）により、小学
校区における平均の傾斜角を算出し分析しました。 
その結果、坂の傾斜が 1.48°上がると、コントロール不良の糖尿病（ヘモグロビン A1c が 7.5%
以上）は 18%減っていました。わずかな傾斜を活かすことで、糖尿病を予防するまちづくりが期
待できるかもしれません。 

 
*JAGES プレスリリースより 
https://www.jages.net/library/pressrelease/?action=cabinet_action_main_download&block_id=3849&room_id=



549&cabinet_id=234&file_id=8983&upload_id=11067 

 
④ 地域の人を信頼している高齢者は、 家族からの虐待を受けるリスクが 23％減 
高齢者虐待と地域環境の関連について、65 歳以上の高齢者 26,229 名を対象に調べました。その
結果、地域の人を「信頼している」と回答した住民は、「信頼していない」と回答した住民に比
べて、23％家族からの虐待に合うリスクが低いことが分かりました。高齢者虐待と地域要因の関
連を検証した研究は、世界的に少ないです。高齢者虐待は家族内の問題でもありますが、地域要
因を明らかにすることで、高齢者虐待を予防する対策の糸口を見つけられる可能性があると考
えられます。 

*JAGES プレスリリースより 
https://www.jages.net/library/pressrelease/?action=cabinet_action_main_download&block_id=3849&room_id=
549&cabinet_id=234&file_id=9065&upload_id=11149 
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